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赤
松
居
館
跡
は
、
兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
赤
松
字
御
屋

敷
に
所
在
す
る
。
古
く
か
ら
中
世
の
守
護
・
赤
松
氏
の
居

館
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
宝
暦
十
二

(

一
七
六
二)

年
に
平
野
通
庸
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
『

播
磨
鑑』

に
は

｢

赤
松
村
ニ
円
心
ノ
屋
敷
跡
一
段
高
キ
所｣
と
記
さ
れ

(

１)

、

天
明
年
間
に
描
か
れ
た
赤
松
村
絵
図
に
は

｢
円
心
屋
敷｣

と
記
さ
れ
る
蒲
鉾
形
の
区
画
が
表
現
さ
れ
て
い
る

(
２)

。

こ
の
よ
う
に
近
世
ま
で
は
赤
松
円
心
の
屋
敷
跡
と
認
識

さ
れ
て
い
た
区
画
は
、
明
治
に
な
る
と
学
校
用
地
と
し
て

利
用
さ
れ
、
昭
和
四
十
一

(

一
九
六
六)

年
に
旧
赤
松
村

の
三
つ
の
小
学
校
を
統
合
し
て
、
苔
縄
の
地
に
新
た
に
赤

松
小
学
校
が
開
校

(

３)

す
る
と
、
こ
の
区
画
は
転
売
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

上
郡
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
赤
松
居
館
跡
の
実
態

を
解
明
す
る
た
め
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
ひ
ょ
う
ご
歴

史
研
究
室

(

以
降
、
歴
史
研
究
室
と
略
記)

と
共
同
で
、

平
成
二
十
八

(

二
〇
一
六)

年
か
ら
三
ヶ
年
計
画
で
文
献

史
学
と
考
古
学
の
分
野
か
ら
調
査
を
行
い
、
令
和
元

(

二

〇
一
九)

年
か
ら
二
ヶ
年
で
整
理
作
業
・
報
告
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
、
赤
松
居
館
跡
発
掘
調
査
の
五
年
に
わ
た
る

成
果
に
つ
い
て
述
べ
、
今
後
の
展
望
を
示
し
た
い
。
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赤
松
居
館
跡
の
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
、
報
告
書

や
既
稿
で
報
告
を
行
っ
て
い
る
た
め

(

４)

、
概
略
に
留
め
る
が
、

調
査
前
に
行
っ
た
地
形
測
量
の
結
果
、
居
館
跡
は
凸
字
状

の
平
面
形
状
を
呈
し
て
お
り
、
一
見
す
る
と
平
坦
地
に
見

え
る
が
、
北
東
側
か
ら
南
西
側
へ
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
北
側
に
張
り
出
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
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す
ぐ
両
側
の
平
坦
地
が
極
端
に
狭
く
、
不
自
然
な
地
形
と

な
っ
て
い
る
。
仮
主
軸
を
設
定
し
、
居
館
跡
北
側
に
設
定

し
た
一
ト
レ
ン
チ
で
は
、
調
査
区
の
北
半
部
に
は
中
世
段

階
に
遡
る
遺
構
は
認
め
ら
れ
ず
、
近
代
以
降
の
遺
物
し
か

出
土
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
凸
字
形
の
北
側
に
張

り
出
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
削
り
込
み
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
元
来
は
村
絵
図
に
示
さ
れ
た

よ
う
に
蒲
鉾
形
の
平
面
を
呈
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

発
掘
調
査
の
中
で
、
大
き
な
成
果
と
し
て
は
、
少
な
く

と
も
三
時
期
の
遺
構
面
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

最
も
浅
い
第
一
遺
構
面
は
、
大
規
模
に
整
地
を
行
っ
て

居
館
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
況
地
表
下
約
二
十

〜
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
遺
構
面
を
検
出
し
、
居
館
跡

西
半
部
で
礎
石
柱
列
や
礎
板
を
持
つ
柱
穴
、
廃
棄
土
坑
や

溝
を
検
出
し
た
。

礎
石
柱
列
は
三
列
検
出
し
、
い
ず
れ
も
礎
石
に
二
十
五

〜
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
川
原
石
を
用
い
て
、
東

西
方
向
に
伸
び
て
い
る
。
Ｓ
Ｂ
五
三
は
一.

八
メ
ー
ト
ル

間
隔
で
六
間
分
を
検
出
。
Ｓ
Ｂ
七
五
は
礎
石
と
抜
穴
を
交

互
に
一.

八
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
五
間
分
を
検
出
し
、
Ｓ
Ｂ

七
四
は
二.

七
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
三
間
分
を
検
出
し
た
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
対
応
す
る
柱
列
を
検
出
で
き
ず
、
ど

の
よ
う
な
建
物
で
あ
っ
た
か
判
然
と
し
な
い
。

ま
た
、
廃
棄
土
坑
や
溝
か
ら
は
大
量
に
土
師
器
皿
が
出

土
し
た
。
遺
構
ご
と
に
出
土
す
る
土
師
器
皿
の
傾
向
に
若

干
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
同
一
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
調
査
区
東
半
部
で
は
顕
著
な
遺
構
は
検
出
で
き

な
か
っ
た
。
東
半
部
に
東
西
に
設
定
し
た
五
ト
レ
ン
チ
で

は
、
地
山
層
を
検
出
し
て
お
り
、
上
面
の
遺
構
は
削
平
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

第
二
遺
構
面
は
、
第
一
遺
構
面
の
約
二
十
〜
四
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
下
層
に
黄
褐
色
粗
粒
砂
混
シ
ル
ト
を
基
本
と

す
る
層
が
あ
り
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
面
と
し
て
い
る
。

居
館
跡
西
半
部
に
設
定
し
た
九
ト
レ
ン
チ
で
は
、
ベ
ー

ス
面
が
調
査
区
中
央
部
か
ら
南
西
側
へ
向
け
て
大
き
く
落

ち
込
ん
で
い
く
様
子
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
東
西
に
設
定

し
た
七
ト
レ
ン
チ
で
も
、
第
二
遺
構
面
が
南
西
側
へ
向
か
っ

て
傾
斜
す
る
様
子
を
確
認
し
て
お
り
、
第
二
遺
構
面
は
居

館
跡
南
西
部
が
大
き
く
傾
斜
す
る
地
形
で
あ
っ
た
と
判
明

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
遺
構
面
の
整
地
は
、
こ
の
地

形
を
嵩
上
げ
し
て
お
り
、
調
査
区
内
で
は
最
大
一.

六
メ
ー

ト
ル
の
整
地
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
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ま
た
、
八
ト
レ
ン
チ
で
は
土
器
溜
Ｓ
Ｕ
六
五
を
検
出
し
、

七
・
十
一
〜
十
三
ト
レ
ン
チ
で
は
土
器
溜
Ｓ
Ｕ
七
六
を
検

出
し
た
。
特
に
Ｓ
Ｕ
七
六
は
東
西
六.
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、

南
北
十
一
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
大
規
模
な
土
器
溜
で
あ

る
。
こ
の
土
器
溜
は
わ
ず
か
に
備
前
焼
擂
鉢
や
甕
の
出
土

が
あ
っ
た
が
、
客
体
的
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
土
師
器
皿

で
あ
っ
た
。

土
師
器
皿
は
、
土
圧
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
に
出
土

し
て
お
り
、
破
片
が
飛
び
散
る
よ
う
に
投
げ
捨
て
て
遺
棄

さ
れ
た
状
態
で
は
な
い
。
中
に
は
複
数
枚
を
重
ね
た
状
態

で
置
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
規
則
性

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
土
器
溜
に
つ
い
て
は
、
水
成
堆
積
は
認
め
ら
れ
ず
、

池
の
岸
に
当
た
る
部
分
も
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
苑

池
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
遺
物
が
出
土
し

な
い
部
分
は
、
明
確
に
盛
土
が
さ
れ
て
お
り
、
人
頭
大
か

ら
一
抱
え
大
の
礫
を
不
規
則
に
配
し
て
い
る
た
め
、
何
ら

か
の
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
遺
構
面
は
、
九
ト
レ
ン
チ
南
半
部
で
部
分
的
に
検

出
し
た
。
現
況
の
地
表
面
か
ら
は
、
約
二
メ
ー
ト
ル
下
層

と
な
る
。
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第
二
遺
構
面
が
南
西
へ
向
け
て
傾
斜
し
、
緩
や
か
に
傾

斜
を
変
え
る
傾
斜
変
換
部
で
、
第
二
遺
構
面
か
ら
連
続
す

る
黄
褐
色
土
層
は
次
第
に
薄
く
な
り
消
滅
す
る
。
そ
の
下

層
に
、
炭
化
物
や
焼
土
が
広
が
る
面
を
確
認
し
て
お
り
、

第
三
遺
構
面
と
認
識
し
た
。

第
三
遺
構
面
は
北
側
へ
緩
や
か
に
上
り
、
第
二
遺
構
面

の
下
層
に
潜
り
込
ん
で
い
く
。
断
ち
割
り
土
層
断
面
で
も

確
認
し
て
お
り
、
第
二
遺
構
面
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
黄
褐

色
粗
粒
砂
混
シ
ル
ト
の
遺
構
面
が
現
れ
る
。
し
か
し
、
遺

構
を
検
出
で
き
て
お
ら
ず
、
出
土
遺
物
に
つ
い
て
も
細
片

で
僅
少
で
あ
る
た
め
、
第
二
遺
構
面
よ
り
古
段
階
と
考
え

て
お
く
。

�
�
�
�
�
�
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発
掘
調
査
で
は
、
第
一
遺
構
面
と
第
二
遺
構
面
で
夥
し

い
数
の
土
師
器
皿
が
出
土
し
た
。
詳
細
な
分
類
は
図
４
に

委
ね
る
が
、
大
別
す
る
と
色
調
に
よ
っ
て
二
類
、
そ
れ
ぞ

れ
に
成
形
技
法
の
別
で
ロ
ク
ロ
成
形
と
非
ロ
ク
ロ
成
形
が

あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
口
径
に
よ
っ
て
六.

五
〜
八.

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
皿
と
十.

五
〜
十
二.

五
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セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
中
皿
、
十
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
皿
に
分
別
し
、
製
作

手
法
に
よ
っ
て
二
十
五
類
に
分
類
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
中
で
比
較
す
る
と
、
第

一
遺
構
面
と
第
二
遺
構
面
の
土
師
器
皿
は
非

常
に
似
通
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
、

時
期
ご
と
に
分
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
、
赤
松
居
館
跡
の
第
二
遺
構

面
か
ら
第
一
遺
構
面
の
形
成
に
あ
た
っ
て
、

遺
構
の
面
で
は
大
規
模
な
変
化
が
あ
り
な
が

ら
も
、
土
師
器
の
製
作
手
法
に
隔
絶
を
生
む

ほ
ど
の
期
間
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
変

化
を
看
取
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
異
な
る
層
位
で
あ
る
た

め
、
そ
の
年
代
の
特
定
は
赤
松
居
館
跡
に
と
っ

て
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

そ
こ
で
、
各
遺
構
か
ら
土
師
器
皿
と
と
も

に
出
土
し
た
炭
化
物
の
う
ち
、
比
較
的
残
り

が
良
い
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
加
速

器
を
用
い
た
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
を
行
っ
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た

(

５)

(

図
５)

。

ま
ず
、
第
二
遺
構
面
か
ら
検
討
す
る
と
、
十
三
ト
レ
ン

チ
土
器
溜
Ｓ
Ｕ
七
六
は
、
二
つ
の
年
代
が
析
出
さ
れ
て
お

り
、
他
の
分
析
結
果
と
の
比
較
か
ら
、
一
三
九
八
―
一
四

二
一
の
年
代
は
捨
象
さ
れ
る
。
こ
れ
を
真
と
す
る
と
、
層

位
と
年
代
に
交
差
が
生
じ
る
た
め
、
あ
り
得
な
い
数
値
と

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
遺
構
面
土
器
溜
Ｓ
Ｕ
七
六
は

一
三
三
三
―
一
三
三
七
の
年
代
観
と
な
る
。

次
に
第
一
遺
構
面
一
ト
レ
ン
チ
Ｓ
Ｄ
一
七
で
あ
る
が
、

同
様
の
理
由
で
一
二
九
三
―
一
三
一
〇
の
年
代
は
捨
象
さ

れ
、
一
三
六
〇
―
一
三
八
七
の
年
代
観
と
な
る
。

十
ト
レ
ン
チ
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
は
、
一
二
七
一
―
一
二
八
九

の
年
代
し
か
析
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
年
代
は
第
二

遺
構
面
と
の
年
代
に
交
差
が
生
じ
る
た
め
採
用
で
き
な
い
。

し
か
し
、
参
考
値
に
は
一
二
六
〇
―
一
二
九
九
の
年
代
と

一
三
七
一
―
一
三
七
九
の
年
代
が
あ
り
、
先
述
の
理
由
か

ら
一
三
七
一
―
一
三
七
九
の
年
代
観
と
な
る
。

最
後
に
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｋ
五
四
で
あ
る
が
、
一
三
〇
〇
―

一
三
二
四
、
一
三
四
五
―
一
三
六
九
、
一
三
八
一
―
一
三

九
三
の
値
が
析
出
さ
れ
て
い
る
。
一
三
〇
〇
―
一
三
二
四

は
、
層
位
と
年
代
に
交
差
が
起
こ
る
た
め
捨
象
さ
れ
、
一

三
四
五
―
一
三
六
九
、
一
三
八
一
―
一
三
九
三
の
い
ず
れ

か
と
な
る
。
報
告
で
は
明
確
に
層
位
が
異
な
り
、
年
代
の

隔
た
り
を
考
慮
し
て
一
三
八
一
―
一
三
九
三
と
考
え
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
三
四
五
―
一
三
六
九
の
年
代
を
積
極

的
に
否
定
で
き
る
根
拠
は
な
く
、
資
料
の
増
加
を
待
っ
て

再
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
十
四
世
紀

後
半
を
中
心
と
し
た
年
代
観
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
年
代
測
定
の
結
果
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
層
位
と
年

代
観
を
整
理
す
る
と
、
第
一
遺
構
面
は
十
四
世
紀
後
半
か

ら
末
、
第
二
遺
構
面
は
十
四
世
紀
前
半
か
ら
中
ご
ろ
と
な

る
。た

だ
し
、
第
二
遺
構
面
土
器
溜
か
ら
は
備
前
焼
擂
鉢
も

共
伴
し
て
出
土
し
て
お
り
、
重
根
分
類
で
は
Ⅳ
Ａ
―
１
類

に
分
類
さ
れ
、
十
四
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
と
編
年
さ
れ

て
い
る

(

６)

。
当
該
編
年
は
あ
く
ま
で
相
対
編
年
で
あ
る
た
め
、

土
師
器
皿
と
合
わ
せ
て
将
来
的
に
年
代
に
つ
い
て
は
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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出
土
遺
物
に
つ
い
て
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、

第
一
遺
構
面
と
第
二
遺
構
面
と
で
は
京
都
系
土
師
器
皿
の

出
土
割
合
が
極
端
に
異
な
る
こ
と
で
あ
る

(

表
１)

。
第

一
遺
構
面
で
は
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
と
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｋ
五
四
、
溝

Ｓ
Ｄ
七
一
か
ら
合
計
二
百
五
十
八
点
の
土
師
器
皿
が
出
土

し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
八
十
三
点
が
京
都
系
土
師
器
皿

で
あ
り
、
実
に
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
京
都
系
土
師
器
皿

な
の
で
あ
る
。

一
方
、
第
二
遺
構
面
で
は
各
土
器
溜
出
土
の
土
師
器
皿

の
合
計
は
五
百
六
点
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
京
都
系
土
師

器
皿
は
わ
ず
か
十
五
点
で
あ
り
、
割
合
と
し
て
三
パ
ー
セ

ン
ト
し
か
出
土
が
み
ら
れ
な
い
。
上
面
の
状
況
を
考
え
る

と
、
異
様
な
ま
で
に
少
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
差
が
何
に
起
因
し
て
い
る
か
は
、
今
後
類
例
な
ど

の
資
料
の
増
加
を
待
っ
て
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
先
述
の
年
代
観
と
歴
史
的
事
象
を
重
ね
合
わ
せ
て
一

つ
の
可
能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

第
一
遺
構
面
の
遺
構
は
、
炭
化
物
の
年
代
分
析
に
寄
り

掛
る
と
一
四
世
紀
後
半
か
ら
末
の
年
代
観
と
な
り
、
赤
松

家
当
主
で
い
え
ば
赤
松
則
祐
か
ら
義
則
の
時
期
と
な
る
。

ま
た
、
第
二
遺
構
面
の
土
器
溜
は
、
分
析
結
果
か
ら
一

四
世
紀
前
半
か
ら
中
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
、
赤
松
円
心
の
時

期
と
重
な
る
。

つ
ま
り
、
円
心
期
に
は
京
都
系
土
師
器
皿
が
少
な
く
、

則
祐
・
義
則
期
に
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

円
心
が
歴
史
の
舞
台
に
登
場
す
る
の
は
、
元
弘
三

(

一

三
三
三)

年
で
あ
り
、
五
十
六
歳

(

７)

の
と
き
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
前
の
円
心
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年

の
研
究
で
は
、
赤
松
氏
は
六
波
羅
探
題
配
下
の
関
東
御
家

人
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
と
考
え
ら
れ
て
お
り

(

８)

、
円
心

も
播
磨
国
佐
用
荘
赤
松
を
本
貫
地
と
し
た
代
官
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。

と
は
い
え
、
当
時
は
六
波
羅
探
題
北
方
の
常
葉
氏
が
播

磨
国
守
護
を
兼
ね
て
お
り
、
守
護
代
で
あ
る
小
串
氏
に
仕

え
る
代
官
と
い
う
立
場
で
あ
れ
ば
、
円
心
が
頻
繁
に
京
都

へ
の
往
来
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

一
方
で
、
則
祐
や
義
則
は
、
播
磨
国
守
護
と
し
て
在
京

し
、
事
あ
る
ご
と
に
播
磨
へ
の
帰
還
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
都
度
、
赤
松
居
館
跡
は
整
備
さ
れ
て
お
り

(

９)

、
下
国
の
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際
に
京
都
の
文
物
や
情
報
な
ど
が
赤
松
へ
流
入
す
る
と
い
っ

た
背
景
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

�
�
�平

成
二
十
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
赤
松
居
館
跡
の
調
査
成

果
に
つ
い
て
、
考
古
学
と
文
献
史
学
の
成
果
を
交
え
な
が

ら
述
べ
て
き
た
。

未
だ
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
も
の
の
、
収
穫
も
多
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
赤
松
居
館
跡
は
異
な
る
三
時
期

の
遺
構
面
の
存
在
が
確
実
と
な
り
、
そ
の
う
ち
第
一
遺
構

面
は
赤
松
則
祐
・
義
則
期
、
第
二
遺
構
面
は
赤
松
円
心
期

に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。

文
献
に
は
館
を
整
備
し
た
人
物
に
円
心
の
名
は
な
く
、

則
祐
が
赤
松
館
を
初
め
て
造
営
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
円
心
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
に
ま
で

遡
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

近
世
後
期
の
村
絵
図
に
描
か
れ
、
伝
承
さ
れ
て
き
た

｢

円
心
屋
敷｣

は
確
か
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
文
献
に
登
場
し
た
則
祐
の
整
備
記
録
は
、
第
二

遺
構
面
を
大
規
模
に
整
地
し
て
第
一
遺
構
面
を
形
成
し
た

記
録
で
あ
る
可
能
性
も
高
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
現
状
に

見
え
る
赤
松
居
館
跡
を
造
営
し
た
人
物
は
、
赤
松
則
祐
で

あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

今
ま
で
歴
史
上
の
人
物
と
考
え
て
い
た
人
物
が
、
身
近

な
場
所
で
息
づ
い
て
い
た
こ
と
を
赤
松
居
館
跡
は
如
実
に

物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
出
土
遺
物
か
ら
は
、
赤
松
氏
の
動
態
に
つ
い
て

小
考
を
提
示
し
た
。
研
究
の
進
展
に
は
資
料
の
増
加
が
待

た
れ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
資
料
の
変
化
が

起
こ
る
背
景
に
は
、
歴
史
的
事
象
が
あ
る
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
で
残
さ
れ
た
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

発
掘
調
査
で
は
、
居
館
の

｢

御
殿｣

を
明
ら
か
に
は
で

き
な
か
っ
た
。
御
殿
に
限
ら
ず
居
館
内
の
建
物
に
つ
い
て

は
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

加
え
て
土
器
溜
は
検
出
し
た
が
、
庭
園
の
ど
の
部
分
な

の
か
、
規
模
や
構
造
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
視
点
を
広
げ
れ
ば
、
居
館
跡
と
城
跡
、
寺
院
、

神
社
、
周
辺
集
落
と
の
関
係
な
ど
も
今
後
の
調
査
に
委
ね
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ら
れ
る
課
題
で
あ
る
。
す
で
に
発
掘
さ
れ
て
い
る
資
料
の

整
理
を
進
め
、
赤
松
氏
の
実
像
に
迫
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
う
。

そ
し
て
、
改
め
て
考
え
る
と
、
こ
の
五
年
の
調
査
で
最

も
大
き
な
成
果
は
、
赤
松
居
館
跡
を
守
り
、
語
り
伝
え
て

き
た
地
元
・
赤
松
の
方
々
に
誇
り
と
笑
顔
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
笑
顔
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
を
心
に
誓
い
擱
筆
し
た
い
。

(

１)

平
野
通
庸

『

地
志
播
磨
鑑

(
復
刻
版)』
(

播
磨
史
籍
刊
行

会
、
一
九
八
三
年
。
初
出
は
一
七
六
二
年)

。
(

２)

八
木
哲
浩

｢

赤
松
村
絵
図｣

(『

上
郡
町
史』

第
四
巻
史
料

編
Ⅱ
、
上
郡
町
史
編
纂
専
門
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年)

、
甦
る

上
郡
実
行
委
員
会

『

村
絵
図
の
世
界』

(

二
〇
一
五
年)

。
(

３)

赤
松
小
学
校
・
幼
稚
園
閉
校
記
念
誌
編
集
委
員
会

『

閉
校

記
念
誌

あ
か
ま
つ』
(

二
〇
一
二
年)

。

(

４)

上
郡
町
教
育
委
員
会

『

赤
松
居
館
跡
一
範
囲
確
認
調
査
報

告
書』

(

二
〇
二
一
年)

、
拙
稿

｢

上
郡
町
域
の
赤
松
氏
関
連

遺
跡
の
調
査
成
果｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

二
、

二
〇
一
七
年)

、｢

赤
松
居
館
跡
の
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て

(

略
報)｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

四
、
二
〇
一
九

年)

。

(

５)

基
本
的
に
は
、
表
中
の
六
十
八.

二
パ
ー
セ
ン
ト
の
値
で

評
価
し
、
九
十
五.

四
パ
ー
セ
ン
ト
の
値
は
参
考
値
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
各
値
の
括
弧
内
の
割
合
は
、
そ
の
年
代
と
分
析

さ
れ
た
炭
素
量
を
示
し
て
お
り
、
年
代
の
確
実
性
を
示
す
割

合
で
は
な
い
。

(

６)

重
根
弘
和

｢

中
世
備
前
焼
に
関
す
る
考
察｣

(『

山
口
大
学

考
古
学
論
集』

近
藤
喬
一
先
生
退
官
記
念
論
文
集
、
二
〇
〇

三
年)

。

(

７)

没
年
か
ら
の
推
定
年
齢
。

(

８)

伊
藤
邦
彦

｢

鎌
倉
時
代
の
小
串
氏
に
つ
い
て｣

(『

日
本
歴

史』

六
二
五
、
日
本
歴
史
学
会
、
二
〇
〇
〇
年)

、
依
藤
保

｢

赤
松
円
心
私
論
―
悪
党
的
商
人
像
見
直
し
の
た
め
の
ノ
ー
ト
―｣

(『

歴
史
と
神
戸』

二
二
四
、
神
戸
史
学
会
、
二
〇
〇
一
年)

、

市
沢
哲

｢

鎌
倉
幕
府
滅
亡
か
ら
南
北
朝
内
乱
期
に
お
け
る
赤

松
氏
―
そ
の
行
動
の
特
色
に
つ
い
て
―｣

(『

赤
松
円
心

則

祐』

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
二
年)

。

(

９)

大
村
拓
生

｢

南
北
朝
期
赤
松
一
族
の
動
向
と
赤
松
地
区｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

五
、
二
〇
二
〇
年)

。
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